
ワークショップ
アートと観光／まちづくり
～新潟・京都の事例から～

【企画趣旨】

本ワークショップでは、近年国内外で注目が集まっているアートと観光／まちづ
くりの関係性に焦点を当てます。

ここで想定しうるアートとは、パブリックアート、ストリートアート、ソーシャ
リー・エンゲージド・アートなど都市空間でアーティストが制作するアート作品・
プロジェクトのみならず、広く市民による表現活動やプロジェクトをも含みます。
特に持続可能なかたちでの観光／まちづくりが注目されている今日の関心から考え
るならば、地域の資源を利活用しながらアーティストや市民が取り組む表現活動が
そうした観光／まちづくりといかに関係しているのかを理解することが重要と思わ
れます。

本ワークショップでは、新潟、京都においてアート、まちづくりの分野でご活躍
されている方々を招聘し、具体的な活動内容と今後の課題についてご講演いただき
ます。
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